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1.はじめに

幼児の形態発育及び運動能発達に関する研究

一北海道5歳前後の幼見調査について一

室木洋一

A study of growth and development in physique 

and motor function of infant 

-infant about five years old lived in Hokkaido-

Y oichi MUROKI 

概要

人間の成長・発育過程の各設階において，幼克期は重要な時期である。それは家庭環境に

新たな一つの社会環境が加わり，幼鬼の行動範酉が拡大され，これが精神機能におけると同様

に，身体の形態や機能発達を促進される有力な因子と考えられるからである。

一般に幼見の運動能力測定は検査の圏難性のために，従来数多く実施されているとはし、え

ない。しかしながら，思春期に顕著になる性差も既にこの時期に発現されるともいわれ，体力

にどのように影響されるかを把握することは，体育指導上重要な問題でもある。

また，北海道という寒冷積雪の環境条件下にある幼児の形態や運動能の発育発達が，どの

ようになっているか，広く検討することも重要であろう。

2. 調査対象・調査項自

道内 29幼稚顕， 15保育所の 4・5・6歳男女児約5，000名を対象として昭和44年6月-8月

に調査した資料の中から 1，745名を抽出して分析したものである。

形態浪IJ定は身長・体重。体絡指数は比体重・カープ指数・ローレノレ指数。運動能力浪IJ~は

棒上片足立ち(右)， (左)……平衡性。長座体前屈……柔軟性。伏臥上体そらし……柔軟性。体

支持続時間……筋持久力。立幅とび……瞬発力。両足連続とびこし……敏捷伎・調整力。ソフ

トボール投げ……協応性。 25m走……敏捷性・速度。以上の 3項目 14種目の検討である。

3. 形態発育

形態発育は全国王子均と比較すると，本選の男女児はどの発脊区分でも，身長・体重ともに

優位にあった。また身長・体重ともに多くの発脊区分に性差が認められた。

この結果本道の幼児の発育は，全国平均と比較しても良好であり，また形態発育における

性差も 5歳前後より若子あらわれていることが明らかになった。

4. 運動能発達

運動能発達を全国平均と，比較すると協応性・敏捷性にすぐれているが，柔軟性・瞬発性

では劣勢を示した。平衡性は若干本道が高く，筋持久性は若干全国平均より劣る。

運動機能の性差も認められ，男児では瞬発性・敏捷性・協応性に優れ，女児は柔軟性・平
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衡性にすぐれていた。

5. 形態と動運能の相関

身長体重などの形態主要項呂並びに比体重・カープ・ローレル等の体格指数と運動能との相

関は，男女児とも年少・年長組では，かなりの差が認められ，年齢とともに多項段との相関が強く

なる傾向にあり 4 歳児と 5 議児では明らかに運動能の発達に'I~主義のあることが認められた。
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1.緒玄

人間の発育発達を規融する因子について，古来多くの識者により研究され，その因果関部

も明確にされつつある。特に近年に於いては，青少年の発育加速化現象やそれに伴なう諾現象
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の関係が精力的に追跡されている。

発育発達を促進する国子として栄養・運動・生活様式そして文化刺戟の重要性が指適され

ているが，一方，近代，文拐の発達が運動不足を招来し体格の向上はあっても体力が低下して

いるとの警告もなされている。

人間の成長発育過程の各段階に於いて，幼児期は重要な一時期である。それは家庭環境に

新たな社会環境が加わり，幼児の行動範囲が拡大されていくからである。この新らたな環境が，

精神機能に於けると間様に身体機能に発育発達を促進させる有力な悶子と考えられる。

幼児運動能力測定は，検査の鴎難性のために余り実施されていない。それは体力の発現は

髄意、運動の最大努力によって得られるものであるから，問題が確実に把握され，なおかつ意識

水準が心理的限界まで到達する必要があるため，検査に閤難性のあることも一間である。

体力は形態を基盤として発揮される運動能力がー構成因子である。特に幼児期に於いて，

形態的には発育が顕著であっても，機能的発達が附髄しているか苔かは問題のある所である。

機能面では神経，筋の協調伎が必要であり，幼児期はこの訓練が十分であると見倣すことは出

来ないのであるo

本研究はこの形態の発育と運動能の発達に於ける相互関係を中心になお幼児期に於ける体

格の一変位点である 5讃児を中心に，幼児の発育発達を解明しようと試みたものである。

11. 調査要領

1. 調査対象者について

道内 29幼稚園， 15保育所の 4・5・6讃男女児4，378名の記録用紙を回収したが，身長・

及び8種目の運動能測定を完了した 1，745名について，分析を行なったものである。

調査分析に当っては年少見・年長党の組分類と男女児毎に昭和44年7月現在における 3

カ月毎の発育発達段階底分で分析したものである。調査人員と年齢対象は (II-表 1)に示す。

n一義 1 調変人民と年齢対象表

言f

調
873 

主主
女児人員

人
872 

主主
合計人員 1，745 

るお1昨今!留品車百

総

分

芸員

2. 検査項目について

検査にあたり，実施協力の幼稚園・保育所に出張し，予じめ「幼児体力テスト突施要領J14)

によって，その方法を詳細に説明した。なお本法の運動能調査は松田氏の「幼児運動能力テス

ト/)に準拠したものである。
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以下検査項目を調査順序に記す。

1) 形態測定

①身長。@体重:(7月実測値)。

2) 体絡指数

身体計測飽から体格指数8種類を算出した。① Quetelet比体重=14ワHx100。② Kaup

カーブ指数=W/ H2 x 1030 @ Rohrerローレル指数=W/H3X1070 ④ Mahi1lonマヒロン指

数=W一(H/2)。⑤ Ogusi's大串指数=47rW/H30 ⑥ Tsurumi-Nakatate's鶴見・中楯指数=

州lOW /担。⑦ Welliω 山ッシュ撒=W/印×札③ Livi'sリピー指数=

平官ア/Hx1020 

設 1. Hロ身長，w=体議
2. 体務指数は①，②，③を検討した。

3. (III-4項及び図1の)形態と運動能の関係を参照。

3) 運動能検査

①棒上片足立ち(右，左)一(平衡性)0 @長座体前屈一(柔軟性)。③伏臥上体そらし一(柔

軟性)。 ④体支持持続時間一(筋持久性)。⑤立l溶とび一(瞬発i生)0 @両足連続とびこし一(敏

捷性・調整力)。⑦ソフトボール投げ一(協応性)。⑧ 25m走一(敏捷性・速度力)。

III. 成績

1.形態発育

形態(身長・体重)及び体格指数(比体重・カーブ指数・ローレル指数)(以下省略する)に

ついて発脊過程を男女児3ヵ月毎に区分し，平均値・擦準偏差及び発育差・性差を (III-表 1)

に示した。また発育状況を男女児・年少年長に級分類をし，発育過程同様に発育差・性差の検

定を加えて (III-表2)に示した。

なお (III-表 1)に基づき形態の発育過程を (III-鴎 1-III-図6)に示した。

III-表 1 形態及び体格指数の年齢別発育{底

発育区分 4.6議~ 4.9歳~ 5.0歳~ 5.3裁~ 5圃6歳~ 5.9歳~ 6.0歳~

(歳・月)
4.8歳 4.11歳 5.2歳 5.5歳 5.8滋 5.11歳 6.2主義

君事l 5E 人 ~ 27 55 67 214 165 182 182 

h在 101.36※ 105.02 ~・ 106.69 ※ 107加※ 109.26※ 110.90※ 112.37
身 f葺

S.D 3.52※ 4.26-- 4.15 4.16※ 3.93※ 3.76※ 4.53 
男

おf 15.93※ 17.16※ 18.04 17.87※ 18.47※ 19.04 19.43 
体 主童

S.D 1.58※ 2.14 2.34 2.23※ 2.11 2.23 2.36 

おf 15.69 16.31 16.87 16.53※ 16.88 17.13 17.25 
r己 体 重量

S.D 1.21 1.69 1.80 1.69 1.54 1.60 1.62 

児
M 15.48 15.54 15.80※ 15.32 15‘44 15.44 15.35 

カ プ指数
S.D 1.07 1.50 1.50 1.38 1.23 1.22 1.21 

M 152.9 148.2 148.2 ※ 142.1 141.5 139.3 136.7 
ローレノレ指数

S.D 12.1 15.50 14.5 ※ 13.3 11.8 11.1 11.4 
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発育区分
4.6歳~ 4.9歳~ 5.0歳~ 5.3歳~ 5.6歳~ 5.9歳~ 6.0歳~

(歳・月)
4.8歳 4.11歳 5.2歳 5.5歳 5.8歳 5.11歳 6.2歳

浪tl 定 人 Eミ 30 33 70 181 186 209 162 

五在 102.75 103.19※ 104.86※ 106.70※ 108.12※ 109.94※ 111.79 
」寺 長

S.D 4.13 3.45 4.05※ 4.02※ 3.80※ 4.29 4.29 

発育区分ごとの 役室長 * 〉ド ** ** * 女
M 16.81 16.06 16.68※ 17.52 17.64※ 18.46※ 19.07 

児
体 霊堂

S.D 1.92 1.72 2.18※ 2.13 2.09※ 2.56 2.54 

及 発育区分ごとの 性差 * ** ** * 
恥f 16.35※ 15.54 15.86※ 16.39 16.28※ 16.74 17.01 

び 上ヒ 体 震
1.59※ S.D 1.62 1.43 1.60 1.65 1.86 1.83 

男
発育区分ごとの 性差 * ** ** * 

女 M 15.93※ 15.07 15.11 15.36※ 15.05 15.22 15.20 
カ プ指数

S.D 1.63 1.32 1.19 1.40 1.28 1.43 1.38 
室長

発育区分ごとの 性室長 ** ** 
M 155.4 ※ 146.2 144.1 144.1 139.3 138.5 136.1 

ローレノレ指数
S.D 19.2 14.0 10.4 14.0 12.1 12.6 12.1 

発育区分ごとの 性室長

註 1. 発育区分で前後の皇室の検定，有意水準 5%一※ 19も…※※

2. 発育区分の男女児の室長の検定，有意水準 5%…*  1%…** 

111-表 2 形態及び体格指数の組別発育値

組 分 重責 年少努児 年長男児 年少女児

発 予寄 fl 齢 55fl-62月 63月-75月 55月-62月

浪1 定 人 員 121 752 104 

身 f受 乱f 104.75 ※ 109.85 103.63 ※ 
7診 (cm) S.D 4.36 ※ 4.50 4.02 ※ 

態
体 Z霊 M 17.15 ※ 18.63 16.53 ※ 
(kg) S.D 2局※ 2.33 1.98 ※ 

M 16.34 ※ 16.92 15.92 
比 体 重

S.D 1.64 ※ 1.66 1.57 
体

格 M 15.60 15.40 15.37 

t旨
カーブ指数

S.D 1.42 1.28 1.41 

数 M 149.26 ※ 140.41 148.55 ※ 
ローレノレ指数

S.D 15.03 ※ 12.37 15.30 ※ 

設 1. 親分類の年少年長の主主の検定，有意水準 5%…※ 1%…※※ 

2. 組分類の男児女児の援の検定，有意水準 5%…*  1%…** 

年長男児 生存 王手

63月 ~75月
少 長

性 役

768 室長 去を

108.94 

* 4‘55 * 
18.10 

* 2.43 * * 
16.57 

* 1.76 * * 
16.20 

* 1.38 * 
139.73 

13.02 
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J/J 

109 

108 

身 107

長 106

(cm) IIJ5 

704 

103 

102 

101 

! 一一一一』ー-------'

体

I一一一 J V-4.伊 49歳五?歳五件 zf歳明 d伊

19.5 

19.0 

18.5 

18.0 

48~苦 4.11歳 5.2殺 5.5歳 5.8歳 5刀歳 6.2歳

年令 L殺到

III-関 1身長の発育

Jノ

重 17.5 〆(kg) 

17.0 

メ(/註本道男>tG・一一・
官:首千rl白ハー--"

16、O

15.5 

。oL〈ナ六十一午十干ナベーーでこl
100 102 1fJ.甲 106 四百 110 112 

身長 (cm)

III-図 3身長と体重量の相対発育

18 

体

重 17

(勾)

16 

15 

三本選女児 0-甲山O

。「十一一十一14.6歳 49.蔵 50歳五3~ 5.6滋 5.9歳 60歳

j首

数

48歳 4.11.歳 5.2J，最 5.5歳五8歳五m量 ι2歳
年 令(j量丹)

III-図 2体震の発育

17.5 

17.0 

16.5 

16.0 

本選女児 O畑山町O

15.0 

oo[ 
46歳 49j襲五O歳5.3歳5.6歳五9滋 60歳

48歳 4.17.歳 5.2歳五5歳五8歳五m震 6.2歳
年令〈歳月)

III-殴 4比体重の発育発途
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76.0 

j旨
15.5 
数

15.0 

0.0 

註本選男児・一一・
水道女児 0---0

え

.L/.¥ 
¥ 〉ーて一一"・--.
L-mo/¥γ/ν  

し一、
町』明白-戸四回』匂町、ー-♂

4.6歳 49歳 5.0歳 5.3歳五6歳五?歳 6.0歳

48歳 4.71.歳五2歳丘5歳5.8歳五m買 62歳
年令〈綾丹j

III-図 5 カープ指数の発育発達

1.30 

om「一~4.6.歳 49産量 5.0歳 5.3歳 5.6ft量 5.9歳 6.0歳

4.8歳 4.11.歳 5.2歳 5.51<量 58歳五m貫 6.2歳
年令〈歳月)

III-図 6 ローレノレ指数の発育発達

以下平均値を中心に形態発育の成績を概観する0

1)身長

本選幼児の身長は，男児4.6議-4.8歳(以下代表歳4.7歳とする)は 101.4cmで，6.0-6.2歳

(以下代表儲6.1議とする)112.2 cmはであり， 18ヵ月間で 11.0cmの発育があった。その経過

はほぼ車線的であった。女児4.7歳は 102.8cmで6.1歳で 111.8cmであり， 18ヵ月間で9.0cm

の発育があった。全体の経過は男児と問様に産線的であり，全体の発育水準で男児が高く，男

女児が年長に及び接近する頗向があった (III-国 1)。

2)体重
体重発育は，男児 4.7歳は 15.9kgで， 6.1歳で19.4kgであり， 18カ月間で3.5kgの発育が

あった。女児は4.7歳で 16.8kgで， 6.1歳で 19.1kgで2.3kgの発育があった。全体の発育経

過を見ると，男児は5.0歳-5.2歳の発育区分に大きな発7ぎが見られ，女児は5.3歳-5.5歳の発

育区分に良好な発育があった。男女児両者の発育経過は身長と開様に，女児の発育水準は男克

より低いが，年長に及んで接近するような額向があった。 (III-悶2)参照されたい。

なお，身長・体重の棺対発育は (III-鴎 3)に示すように，女児は男克よりも低い水準にあ

った。

2. 体格指数発育発達

1)比体重
比体重の発育は，男鬼 4.7歳は 15.69で， 6.1践で 17.おとなり， 18カ月間で1.56の変化が

あり。

女鬼4.7裁は 16.35で， 61歳は 17.02で18カ月間で0.67の変化があった。全体の発達経過

は男女児とも掲様であったが，女児は男児よりも低い水準にあった (III-図4)。
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2) カーブ指数

カーブ指数は発育に伴なっての特別な傾向は見られなかった，即ち男見 4.7歳は 15.48で，

6.1歳で 15.35となり， 18ヵ月間で 0.13の変化があり，女児 4.7歳は 15.93歳， 6.1で 15.20であ

り， 18カ月間で 0.73の変体であった。

3) ローレル指数

ローレル指数は，当該時期は漸減傾向きど示している。男児 4.7歳は 152.9で， 61歳で 136.7

となり， 18ヵ月間で 16.2の変化があり。女児 4.7歳は 155.4で， 6.1歳は 136.1で， 18ヵ月間で

の変化があった。全体の発連経過は男女児とも交錯車線であった (III-鴎 6)。

3. 運動能発達

運動能について，その発達過程を男女児とも 3カ月毎に区分し，平均値・標準偏差並びに王子

均差の検定による発育差・性差を (III-3-表 1，表 2)に示した。また発育状況を男女児・年少

年長に組分類し発育過程同様に平均差の検定結果を (III-3-，表3)に示した。なお (III-3-表 1，

表 2)にもとづき (III-3一関 1-鴎 9)に示した。

111-3ー署長 1 運動能の年齢7J1j発達 (男児)

発 予寄 区 分

電重 日 歳・月
4.6歳~ 4.9歳~ 5.0歳~ 5.3歳~ 5.6歳~ 5.9奇襲~ 6.0毒素~
4.8歳 4.11歳 5.2歳 5.5主義 5.8歳 9.11歳 6.2歳

測定人員 27 55 67 214 165 182 163 

棒上片足 乱在 3.36 3.78 4.34 4.66 5.11 5.91 6.07 
立 ち

(右) S.D 1.88 2.47 3.21 4.72 3.30 6.37 5.16 

棒上片足 M 4.07 3.39 5.02 5.24 5.04 5.91 6.88 
立 ち

(ti.) S.D 3.35 1.99 8.40 5.92 4.78 7.76 6.45 

ま是 ~ 乱を 4.00 4.55 2.85 3.51 3.48 3.87 3.79 
※ ※ 

体 前 庖 S.D 3.67 5.57 5.49 6.39 4.97 5.28 5.74 

伏 臥 M 25.33 26.44 29.08 28.58 28.86 30.63 32.00 

上体そらし S.D 7.08 5.91 5.65 6.98 7.07 8.07 6.82 

体持続支時持間
M 46.06 37.96 43.95 56.05 65.12 76.12 87.73 

S.D 38.47 24.80 34.41 ※ 41.77 ※ 41.08 ※ 50.54 65.32 

M 74.52 ※ 86.49 88.07 92.42 ※ 97.42 ※ 103.69 105.03 
立 総 IIJIl 

S.D 19.22 ※ 18.31 17.79 16.93 ※ 16.20 ※ 18.80 18.08 

ソ ブ M 4.85 6.00 6.54 6.98 7.03 ※ 8.23 8.73 

ボーノレ投 S.D 1.86 2.83 2.43 2.79 2.45 ※ 2.80 3.22 

雨足連続 瓦f 6.61 6.81 6.40 6.37 6.02 5.80 5.60 
※ 

とびこし S.D 1.87 2.02 1.75 1.75 1.44 1.38 1.41 

おf 7.74 7.48 7.25 ※ 6.93 ※ 6.70 ※ 6.46 6.38 
25m走

S.D 0.90 0.91 0.74 ※ 0.84 ※ 0.62 ※ 0.66 0.62 
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IlI-3-表 2 運動能の年齢別発達(女児)及び性愛

発 予寄 区 分

議 日 歳・月
4.6歳~ 4.9歳~ 5.0綴~ 5.3主義~ 5.6歳~ 5.9歳~ 6.0歳~
4.8毒素 4.11歳 5.2畿 5.5歳 5.8歳 5.11歳 6.2歳

測定人民 30 33 70 181 186 209 162 

事事上片足 M 3.61 3.92 4.80 5.61 7.20 6.21 7.36 
立 ち

S.D 5.80 (右) 2.79 2.25 6.91 6.70 13.20 7.87 

棒上片足 M 3.79 3.73 5.37 5.77 7.19 6.46 7.04 
立 ち

S.D 5.62 7.40 (左) 2.02 2.51 5.31 5.60 9.11 

段差 ** ** ** ** ** 
長国E休前原 h在 5.65 6.08 6.59 ※ 6.00 6.50 ※ 6.02 5.58 

S.D 6.12 4.69 5.95 ※ 5.55 5.37 5.32 5.62 

性室長 ** 伏臥上体
M そ ら し 27.94 28.45 28.27 30.73 30.31 31.70 32.39 

S.D 6.75 6.58 6.30 6.60 6.17 6.75 6.61 

体続支時 持
M 49.55 47.36 45.45 58.30 66.59 74.11 76.91 

持関 S.D 26.36 34.15 31.56 ※ 46.34 52.85 53.01 53.09 

性去を ** ** ** ** ** ** 
立 騒 慰色 乱f 76.90 76.52 79.59 ※ 84.02 ※ 87.81 88.83 ※ 93.62 

S.D 13.30 13.28 17.41 14.87 17.32 14.67 ※ 16.25 

性差 ** ** ** ** ** ** ** ソ フ

ボ { ノレ投 乱4 3.29 3.39 3.61 ※ 4.19 4.26 ※ 4.59 ※ 5.21 

S.D 1.05 1.15 1.09 ※ 1.44 1.34 1.44 ※ 1.66 

雨足連続 M 6.81 6.57 6.06 6.06 5.75 5.65 5.44 
※ とびこし S.D 1.73 1.57 1.57 1.61 1.34 3.41 1.10 

性差 * ** ** ** ** ** 
25m走 M 0.91 7.90 7.72 ※ 7.24 ※ 7.01 6.93 6.76 

S.D 0.65 0.93 1.02 ※ 0.71 ※ 0.68 0.67 ※ 0.66 

註 1‘ 発育区分で前後の遂の検定，有意水準 5%……※ 1%…・ー※※
2. 発育区分内の男女児の室長の検定，有意水準 5%……* 1%・・…**

1) 棒上片足立ち(右)

男児は代表年齢 4.7歳で 3.4秒， 6.1歳で 6.1秒となり， 1.8倍の発達を見た。 また女児 4.7

議で 3.6秒.6.1歳で 7.4秒となり， 1.8能の発達さと見た。

男女児問では女児が男児をしのぐ傾向にあったが， 特にその傾向は 5.7歳に顕著に見られ

た (III-3-図 1)。

2) 棒上片足立ち(左)

男児は 4.7歳で 4.1秒， 6.1歳で 6.9秒となり， 1.7倍の発達を見た。女児は 4.7歳で 3.8秒、
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IlI-3ー表 3 運動能の組分類別発途

総 分 芸員 年少男児 年長男児 年少女児 年長女児 生ド 主手

発 予言 月 齢 55月-66月 63月-75月 55月-62}l 63月-75月
少 長

性 性

lIlij 定 人 Eミ 121 752 104 768 差 差

棒上片足立ち(右)
乱f 3.98 ※ 5.34 4.39 ※ 6.47 * S.D 2.55 ※ 5.10 5.86 8.72 * 

様上片足立ち(左)
恥f 3.82 ※ 5.73 4.77 ※ 6.50 

* S.D 2.99 ※ 6.68 4.64 6.95 

運
ま葺 E主体前!ITl 乱f 3.72 3.65 6.43 6‘02 * * S.D 5.27 5.66 5.79 5.46 * * 動

伏臥上体そらし
M 27.13 ※ 29.88 28.55 ※ 31.10 * 能 S.D 6.41 ※ 7.32 6.62 ※ 6.61 * 

iI1JJ 体支持持続時間
M 42.59 ※ 69.17 47.5告※ 67.99 
S.D 33.91 ※ 51.03 32.09 ※ 51.41 

メ~ヒ， 

立 隠 と ひ‘
M 83.50 ※ 98.95 77.95 ※ 88.08 

* * S.D 18.85 ※ 18.31 15.50 ※ 16.21 * 1lTi 

ソアトボーノレ投げ
M 5.95 ※ 7.65 3.38 ※ 4.52 * * 日 S.D 2.64 ※ 2.91 1.09 ※ 1.51 * * 

両足漣統とびこし
乱f 6.65 5.98 6.40 ※ 5.76 

* S.D 1.85 1.56 1.58 ※ 2.15 

25m走 M 7.44 ※ 6.66 7.81 ※ 7.02 * * S.D 0.88 ※ 0.75 0.87 ※ 0.74 * * 
註 1. 組分類の年少年長の去をの検至宝，有怒水準 5%…一※ 19も……※※

2. 細分類の努児女児の差の検定，者意水準 5%……* 19も……**
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で， 6.1歳で7.0秒となり， 1.8倍の発達を見た。男女児聞では，女児が男児よりも若干すぐれ

た傾向にあった。特にその簡向は5.7歳に顕著に見られた (III-3一図 2)。

3) 長康体前屈

男児は4.7歳で4.0cm， 6.1歳で3.8cmとなり，殆んど発達が見られなかった。また女鬼は

4.7蔵で5.7cm， 61歳で5.6cmとなり，男児時様殆んど発達は見られなかったが，女児は男党

よりもかなり高い水準にあり，特に女克は5.1歳から性差が認められた (III-3一国3，及び表2)。

4) 伏臥上体そらし

男児は4.7裁で 25.3cm， 61設で32.0cmとなり， 1.3倍に発達した。女兇は4.7裁で27.9cm，

61歳で32.4cmとなり， 1.2倍に発達した。但し女史は男児よりも高い水準にあり，特に5.4歳

に見られた (III-3国4，及び表2)。

5) 体支持続時開

男児は4.7歳で46.1秒， 61歳で87.7秒となり， 1.9倍に発達した。女児は4.7歳で49.6秒，

61歳で76.9秒となり， 1.6倍に発達した。

この体支持持続時間は， 5.1議までは男女児ともに発達が見られなかったが，以後鹿線的に

発達する傾向を示し，特に男見に於いてであった。但し男女児閣の差は特に見られなかった

(III-3-図5，及び表 1，2)。

6) 立幅とび

男児は4.7歳で74.5cm， 61歳で 105.0cmとなり， 1.4倍に発達した。女児は4.7歳で76.9

cm，6.1歳で93.6cmとなり， 1.2倍に発達した。男女児とも発達経過は藍線的であったが，男

児はいづれも高い水準にあった。なお男女児の性差を検定の結果においても明らかに示してい

た (III-3-表 1，表2，国6)。

7) ソフトボーJL-投げ

男児は4.7設で 4.9mであったが， 61歳で8.7mとなり1.8倍に発達した。女児は4.7歳
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で3.3mで， 6.1歳で5.2mとなり1.6傍に発

した。

男女児ともに発達経過は車線的であった

が，特に男児は女児を大縞に上まわっていた

(III-3-表 1，表2，国7)。

8) 荷足連続とびこし

男児は4.7歳で6.6秒であったが， 6.1歳で

5.6秒となり， 1.0秒即ち 15%の発達を見た。

女児は4.7歳で6.8秒であったが， 6.1裁で5.4

秒となり， 1.4秒即ち 21%の発達をがあった。
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男女児にもに直線的に発達するが，女児は

男児よりも高い水準にあった (III-3-臨8)。

9) 25m走

男見は4.7歳で7.7秒であったが， 6.1歳で

6.4秒、となり， 1.3秒即ち 17%の発達を見た。

女児は 4.7歳で7.9秒であったが6.1歳で6.8秒

となり， 1.1秒即ち 14%の発達を見た。

日。「一一一一一一つ4.6歳 4.9滋 5.0歳五3歳五6歳 5.9歳 6.0歳
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111-3-1i認 925m走

全体の発達経過は，いずれも誼線的であったが，男児は女見を大幅にしのいでいた (III-3一

回9及び表1，表2)。

4. 形態発育と運動能発達の関係

身長・体重及び各種体格指数と運動能との相関係数を求め，その関連性を明らかにした

(III-4-表 1-表3参照)。

なおここで，身長・体重を含め，各種体格指数相互の椙関関係を検討し (III-4一関 1-図2)

に示した。その結果から，指数を限定して運動能との関係を検討した。

主主調査
道校体 東教7寄 努児 女児

性差
研調交 大調査 全関本道 全閣本道

平衡性 棒上片足立ち(右) 努<女 男<女 努<女 努<女 男<女

平番号性 棒j二片路立ち(ti:) 男<女 努<女 男<女 男<若手 5寄与女

柔軟性 長座体前原 男<女 努<女 努<女 努〉女 男〉女 ※ 

柔軟性 伏臥上体そらし 努<女 男<女 男<女 男>女 労>女

筋持久性 体支持持続時間 男<女 男>女 男>女 男>女 男>女

瞬発性 立 阪 と び 努>女 男>女 男>女 男>女 男>女 ※ 

敏捷性 両足遂絞とびこし 男<女 男<女 男<女 努<女 男<女

協応性 ソフトボール投げ 男>女 男>女 努>女 努〈女 男〈女 ※ 

敏捷性 25m走 努>女 努>女 男>女 努<女 男<女 ※ 

註 1. 男>女二二努児は女児の成綴より大
2. 男〉女二二男児が女児よりも極めて室長あり

3. 努ヰ女コ二男児と女児の成綴近似である

4. ※ニエ性差の攻で性差あり

111-3一関 10 運動能成綴ーらん
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年齢区分による形態及び体格指数と運動能

の相関は，先づ年少綴・年長組・男組・女総の

組分類を，更に3カ月毎の発育設階にrz:分して，

相関性や変移期などを明らかにするためにも，

方法上の問題をも意図して検討したので、ある。

概略的にこれらの関係を見ると， 4.7歳主主

は形態と運動能との相関性は低いが， 5.0歳以

後において相関性が高くなっている。 ttl 
r議0.500.-
f丞0.60.0.ここ
r丞0.80.0.=謹
r丞0.90.0.=
tt2 
組倣員.j~~郡係書初
総平均よザ作図した。

男児の場合， 5.0歳以後の各区分に継続的

に，形態と運動能で相関が認められるのは，伏

臥上体そらし， 25m走であった。またソフトボ

ール投げ・立幅とびにおいては， 5.7歳を掠くそ

の前後に椙関が認められていた。
III-4-図 1 体格指数詞の相関図

III-4-表 1 形簸と遂動能の相関 (年齢別)

男女別年齢区分

運動能測定額g
4.6歳4.~8歳 4.94歳.1~1歳 5.0滅5.~2歳 5.3言葉5.~5歳 5.6歳5~8歳

5汚 女 5号 女 努 女 努 女 男 女

俸と片足立ち(右)

事事ーと片足立ち(左)

J寺 長座休前隠

ま萱 伏紘一と体そらし ※ ※ 

と
体支持持続時間

立 車高 と び * 
※ 

遼 ※ 

動 ソフトボーノレ投げ * ※ ※ * * * ※ * * 台芸
再定連続とびこし * 
25m走 ※ 

※ 

* 
※ 

※ ※ 

棒上片足立ち(お)

棒上片足立ち (tr.)

{本
長~休前屈

伏臥上体そらし
※ ※ 

霊堂 ※ ※ 

と 体支持持続時間

遂 立 事直 と ひと

動 ソフ}ボーノレ投げ * 
※ * ※ * 能

間足逮続とびこし * 
25m 立を ※ * * 

設 1. 男児……8……5%……※ 1%......※※ 
2. 女児……♀・…・5%……* 1~も……**

5.95歳111歳 6.0歳6.~2歳

~ 女 男 女

* 
※ * 
※ ※ 

* ※ 

* * * * 
※ ※ * ※ ※ * 
※ 

* 
※ ※ 
※ ※ 

※ 

※ * ※ * ※ * ※ * 
* * ※ 

※ 
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1II-4-表 2 体格指数と運動能の相関 (年齢別)

男女別年齢区分

4.6主主~ 4.9主主~ 5.0歳~ 5.3歳~ 5.6歳~ 5蜘 6峨~
分運動測定稜目 4.8裁 4.11議 5‘2歳 5.5歳 5.8歳

男|女男 i女
棒上片足立ち(右)

様上片足立ち(左) ※ 

* 上ヒ
長~体官íJ屈 ※ 

体
伏詩人上体そらし * ※ ※ ※ ※ 

霊童 * ※ ※ ※ ※ 

体支持持続待問
と
立 騒 と び ※ 

運
ソフトボーノレ投げ * ※ * 

※ * ※ 
動 * ※ * ※ 
能
両足連続とびこし

25m走 * * * 
※ ※ 
※ ※ 

稼上片足立ち(右) * 
棒上片足立ち(友) * 

カ 長体 E臣官吉原 ※ 

* ※ ※ 
ブ
伏臥上体そらし

* ※ 
※ ※ ※ 

指 体支持持続時間 ※ 
数
立 阪 と び ※ 

と

遼 ソフトボーノレ投げ
※ ※ * 

動
※ ※ * 

能 雨足連続とびこし * * 
25m走 * 

※ ※ * * ※ ※ * 
務上片足立ち(右) ※ * 
棒J二片足立ち(tr:) ※ 

ロ 長座体吉官級 * 
※ 
※ 

レ
ノレ
伏臥上体そらし * t設 体支持持続時i認 ※ 

数 ※ 
と
立 中高 と び ※ 走塁

動 ソフトボール投げ
能

両足連続とびこし * * * 
25m走 * * 
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III-4-表 3 形態及び体格指数と遼動能(粗野¥J)

年少・年 f差別運動能種目

科長 棒 長
上 上
片 片 国主

男・女別形態 足 Je 体
立 立

体 1名指数 ち ち 吉tr
(右) (左) 屈

空手 年 年 年 年
少 ま受 少 ま霊 少

身 長

男
体 君主

ノ1日レ i七 体 塗

群
カープ指数 * 
口 レノレ指数 ※ 

身 f是 ※ 
※ 

女
体 重量 * * 

児 比 体 主霊 * * 
カーブ指数 * 若手 * 
ローレノレ指数 * * ※ 

設 1. 年少紘一…59も……※ 1%……※※ 

2. 年長級……59も……* 19も・・・・**

年
ま量

* 
* * 
* * 

* 
* *1 

伏 体 立 ソ

臥 支 ブ

戸i二 持 縞

体 持
庁、

そ 続 ，J- ノレ
ら 草寺 投
し 関 び げ

年 年 年 年 生手 年 年
少 長 少 長 少 長 少

※ * * ※ * ※ * * 
※ * * ※ * * 
※ * * ※ * * ※ ネ
※ * 
* ※ 

※ * * ※ * ※ * * 
* * ※ 

* * 
* * * 

ネ ※ 

雨
足
連 十

統 五
と
lび 米
」ヲ開

し ヌ長

年 主手 生手 生手 年
長 少 長 少 ま量

* * ※ * ネ * ※ * 
* * * * * * 
* * * * * * 
* * * 
* ※ * * * 
* * ※ * * * ※ * 
* * * * * * 
* * * * * * 
* * * 
* ※ * * * 

女児の場合，特にソフトボール投げ，両足連続とびこし， 25m走に形態との相関が高く認

められた。即ちソフトボール投げは， 4.10歳以外の各区分にいずれも高い棺関があり，両足連

続とびこしでは， 5.0歳から若干の相関性が認められた。 25m走は体格指数と 4.7裁に相関が

認められた。

さらに男女児の義において形態と運動能は，男児の方が全体的に多項Bと相関があった。

女児においては， 4.7歳でソフトボール投げ・ 25m走などに相関が認められたのにかかわら

ず，男児は5.0議以後において相関が認められて来たのである。

組分類による形態と運動の相関は，年齢rz分に見る特徴が，男女児ともに，年長組と年少
総との差が明僚にあらわれている。

1) 身長と運動能

男児は運動能9種目中，年少組は 1種目あるのに対し，年長組は5種目と高い水準で相関が

あった。女児は，年少組は 4種目であるのに対し，年長者は5穏自で高い水準で相関があった。
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2) 体重と運動能

男児年少組は9種目中 1種呂であるのに対し，年長級は4種呂と高い相関にあった。女児

年少組は 1種目であるのに対し，年長組は6種目と高い相関にあった。

3) 比体嚢と運動能

男兎年少組は9種目中 1緩自であるのに対し，年長組はS穫gであった。女児年少組は皆

無であったが，年長組は4種目と高い相関にあった。

4) カーブ指数と運動能

比体重と種目は異なるが，大略同様であった。即ち，男見年少組は 1種目であるのに対し，

年長組は4種目と高い相関にあった。女児年少組は皆無であったが，年長組は4種目と高い相

関にあった。

5) ローレ)1-指数と運動能

男児年少組は9種目中皆無であるのに対し，年長組は3種目と相関があった。女兇年少組

は3種目あるのに対し，年長組は6種目と高い相関があった。

(III-4-表 1-表3)より，形態と運動能との相関性の男女児の特徴は，棒上片足立ち(左)と

両足連続とびこしに現われた。

即ち女児においては，体重・比体重・カーブ・ローレノレの各指数と棒上片足立ち(右)とは，

特に年長組に有意の高い相関が認められたが，男児は僅かにローレノレ指数と相関が認められた

だけであった。女把はこれらの指数と両足連続とびこしと高い相関が認められたが，男児には

認められなかった。

IV.考察

近年の発育加速化現象は，結果的に母体なる成人女子の体格を或程度発達させて，出生時

の体梼向上を促がしている結果，年々幼児の体格向上が見られると考えられる。即ち約20年間

に身長は王子均3.7-4.8cmも増大している(勝部昭46)1)。

昭和44年の幼児全国平均と比較すると，本調査の道内幼児も，その発育経過及びその絶対

備は対等であった(厚生省内。即ち 18カ月の発育量は身長にといて，男女児それぞれllcm，

9cmであったが，これは全国平均の発育館と全く同値であった。体重も同様に男女鬼それぞれ

3.5 kg， 2.3 kgの発育量であったが，これは全国王子均が約2.6kgであり，男児の発育量は特に良

好であるといえよう。

また 4歳児・ 5歳児の身長・体重は男女児いずれも全国平均会上まわっていた。 この結

果から本道幼児の体格も順調に伸びていることが捻察される。

幼泥期では身体面での伸びが大きしその発育経過はかなり直線的である。特に体重では

この時期からの伸びが大きくなり，結果的に比体重・ローレル指数が漸増する。このことは身

体運動の発達にとって，かなり重要な因子であることを示すものである。比体重の増加は全身

の筋量たかなりの程度に反映するからである。

乳幼泥期における身体発育の性差は，身長体重とも幾分男児が優るがこの差は 10歳填まで

は拡がらず，特に乳児期に強く現われることはない(津留戸， (高野)3)パ馬場)4)，(中山)5)。本調査

の結果では身長・体重・比体重・に性差が認められたが， ロレール指数においては性差は認め

られなかった。

幼児の運動能は閣から明らかなように，男女克とも総体的にいえば，かなり直線的に発達
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している。

平衡性穏自である，棒上片足立ち(左)で男児1.7倍，女鬼1.8借と大路2倍に発達してい

た。右足でも同様に男女児1.8倍の発達セ見た。柔軟性種目の 1つである，長座体前屈は男女

児ともに，この期間の発達は見られなかったが，伏臥上体そらしは1.2-1.3倍の発達があった。

上肢の静的な筋持久力種留である， 体支持持続時間は男児1.9措， 女児1.6倍と発達があ

っTこ。

瞬発性種目である，立掘とびは男児1.4倍，女児1.2倍に発達している。

敏捷i生種尽である，再足連続とびこしや， 25m走はそれぞれ， 男児 15%，女児21%。男

児 17%，女児 14%の発達を見た。

協応性種目である，ソフトボール投げ]主，男児1.8倍，女児1.6倍に発達した。

従来幼児の運動能力について，身体諸機能の協応能，平衡能の発達の著しいことが指摘さ

れている(中山)5)本調査における結果からも協応能，王子傷能の発達の著しいことが認められた。

また一方柔軟性は男女児ともに，あまり発達は見られなかったが，これは(松問)13)パ勝部)1)

も既に指適している通りであるo

発達のよ強力日率については，大略男女児ともに同様であるが，性差の特徴は，柔軟性・協応

性・瞬発性・敏捷性に大きく現われた。郎ち女J鬼思は柔軟f性生.平衡性にすく

男;見巴がすくぐ、、れていた。幼児期は歩行を基礎tにこした全身運動が著しく発j逮圭する時期でで、あるが， 2 

歳児で既に性差があるといわれ， この原因は行動の仕様に影響されるという(高野)九男児は

ボール投げ・ 25m走・返り幅とび等で女児よりもすぐれていることは本調査でも同様である

が，一方女児ではホップやスキップなどですぐれた成績を示すことを述べている。また女児で、

は柔軟性のすぐれていることも指摘されている。この時期には生活経験にもとづく運動言iI練に

それぞれ特徴が顕性となってくるのである(松田)13パ勝部)1)パ津留)2)パ筆者ら)8)。

幼児は形態発育も，運動発達もそれぞれ大略年齢とともに車線的であったが，形態と運動

能との間には，特に5歳前期から相関性が多項践と見られるようになり，そして連続的になっ

た。このことは特に男児に強く現われていた。つまり， 4歳， 5歳の関に身体が文字通り形態に

見合った運動能が出来るようになることを証明している。

幼児期の運動能に年齢とともに発達する(沢田)16)によれば3.0歳から 6.9歳までの幼党は

年齢と体力部定9項目との相関は，懸垂・垂直跳を除けば0.542-0.675で男子が高し、(松井)17)。

は体格と運動能の相関を調査し，身長・体重の体格各因子と小銭投入れ，跳躍鐘PIJき，指の輪

などと 0.325-0.528の比較的高い椙関にあることを見ている。

本調査に於いても形態及び体格指数と運動能との相関性が多項目に見られ，特に4歳と 5

歳の間に去をし、て，境界が認められた。

つまり 4歳と 5歳の間に体格はその発育に平行した運動能宏保持するようになる。換言す

れば身体の充実度が強まったといえよう。

幼児期の全身運動能の発達は3・4・5歳間に段摺的な発達があり，特に 3-4歳間の運動能の発

達が著しいとされている(山下)6)が，本調査において 4-5歳児の間でも，体格運動能の相関

が多項目的になり，運動能の段措的発達があると見倣すことが出来る。

V.要約

北海道内幼児 1，745名の体格及び、運動能について謂査を行ない，形態発育，運動能発達，形
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態と運動能の関係などを検索し，次の結果を得た。

1. 本道幼児の形態は，男女児ともに全閣平均と比較して良好で、あった。特に女児は早期

化・大型化が推測された。

2. 運動能が全国平均にすぐれるのは協応性・敏捷性であり，おとるのは柔軟性，瞬発伎

であり，平衡性は若干本道が高く，筋持久性は若干全国平均が上まわった。

3. 本道幼鬼の 4.6歳と 6.2歳の間では平衡性・筋持久性・瞬発性・敏捷性では男女児と

も発達が見られたが，柔軟性は発達が低かった。

4. 運動機能の性差は男児では瞬発性・敏捷性・協(6性にすぐれ，女克は柔軟性・平衡性

にすぐれていた。

5. 形態発育と運動能発達の関係で，男女児ともに体格指数と長康体前崩との相関が認め

られた。また伏臥上体そらしにおいて，男克の年少・年長を関わず形態と運動能の関係が認め

られた。女児年長は，棒上片足立ち(在)と両足連続とびこしに，その特性があった。

6. 形態と運動能の相関性は多項目にわたっていたが，特に4歳見と 5議児との関に 1つ

の分岐点が明確に認められ，運動発達に段階的な差が認められた。

おわりに

人間の形態発育及び発達は個人に特有な発予言発達の遅速があり，促進停滞のワズムが存在

する。今後縦断的追跡によって幼児の形態発育と運動能発達及びその相関性を明らかにし，さ

らに精神発達との関連づけを試み，幼児期の心身発達の特徴を考察して行きたい。

この基礎資料は北海道社会体育研究会の我々 8名によって蒐集したものであり，各位に深

く感謝致します。なお計算には当学部官JII経教研究生，まとめに当学部中)[1功哉助教授の御援

助戴きましたことを感謝申し上げます。
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